
シリーズ・編集部座談会《こんな話＆あんな話》

　　　　　「新型コロナウイルス禍」後の業界はどうなる？
　　　　　電気設備工事業界「近未来棲み分け図」を予測①

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 【出席者＝本紙編集部一同】

記者Ｃ　もちろん、電気設備工事の場合、現場に行か
ないと話は始まらないんですけど、これまで社内で済
ますことのできていた仕事、CAD の担当者や見積も
り業務などは、これからは在宅でやる比率が増えてい
くのではないでしょうか。
記者Ｄ　そういう形が進むと、会社内のデスクの数も
減らせて、オフィスの効率的な使い方が新たに育まれ
ていくかもしれませんね。
記者Ｂ　そうそう。デスクやＰＣも社内ではシェアす
る形になって、オフィスがスリム化する可能性が高く
なる。そうなれば満員の通勤電車が減るし、そもそも
過密ダイヤも解消されるかもしれない。あくまでも、
いい方向に想像すれば、だけどね（笑）。
記者Ｃ　企画会議、営業会議なんかも、一堂に会して
やることが減って、普段はテレビ電話システムでいい
ということになるかもしれません。全国に支社をもつ
職種や企業ではすでに始まっていますけど。
司会者　現場でやるのは仕上げの作業だけで、たとえ
ば各種の配線作業なんかは工場で行い、あとはユニッ
ト化して現場で組み立てるだけというような形も、今
より進むかもしれないな。
記者Ａ　なるべく他人と接しない形での作業が進め
ば、今後、新たなウイルスなどが発生した場合の予防
策にもなるかもしれません。
記者Ｄ　良し悪しはともかく、現場に技術者がべった
り張り付かなければいけないというような局面を、可
能な限り減らしていくような方向で、現場作業の方法
の見直しが進めば、就活生たちの業界に対する見方も
ずいぶん変わっていくかもしれません。
記者Ｂ　電気設備工事は「労働集約型の職種」だとい
う「常識」が、そうなるとずいぶん変化する可能性が
あるよね。そう考えていけば、確かに。

☆新型コロナウイルス禍後を語るのはまだ早い !?
司会者　今はこの話題を避けて通ることがほぼ不可能
だよな。というわけで、今回も新型コロナウイルス禍
絡みの話から始まるんだけど、とにかく新型コロナウ
イルス禍がどういう形で進み、どういう形で収束ある
いは終息に向かうのかは、まだ皆目わからない。
　そこで今回の座談会は、新型コロナウイルス禍が収
束あるいは終息した後の業界について、いろいろ予測
的に話し合いたいと思う。
記者Ａ　なかなか難しいテーマですよね（笑）。でも
何をするにも避けて通れない話題であることも事実で
す。東日本大震災のときも、大震災以前と大震災以後
とでは、いろいろな価値観やモノをみる尺度が違って
きました。比較することは困難だけど、それに匹敵す
るような変化は、今回も日本人の暮らしに出てくるは
ずだし、当然、さまざまな仕事の在り方にもかかわっ
てくる。それだけはいえるでしょうね。
記者Ｃ　そういう観点から一ついえるのは、働き方改
革に対する考え方とか実施の方法が、以前の想定とは
違った形で進むのではないかという気がします。
記者Ｂ　具体的には、たとえばどういうこと？
記者Ｃ　たとえば、テレワークの推進です。以前はテ
レワークといっても、比較的特定の職種に偏っていた
と思いますが、これからはかなり広範囲に広がってい
くように思います。会社に行ってナンボと思っていた
職種が、意外に自宅でもできるなと再認識されたり、
通勤の苦痛から逃れられる在宅の仕事もいいなと考え
る層が、とくに若手社員のあいだに増えるのではない
かという気がするんです。
司会者　通勤の機会が減って、自宅での仕事が増える
と、通勤途中で新型コロナウイルスみたいな未知のウ
イルスにくっつかれる心配も少なくなるし（笑）。
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記者Ｃ　考えてみると、これまでのインバウンド景気
というものが、そもそもバブリーだったよね（笑）。
年間 1000 万人台だった来日外国人観光客の数を 2000
万人だ、3000 万人だと急速に増やそうとした挙句、残
されたのは中国人頼みの危うい経済構造だった。それ
は観光に限らず、あらゆる局面に及んでいて、今では
日本の経済は中国資本への依存症状態になりかかって
いる。世界的にもそれはいえますけど。
記者Ｄ　そうですね。だから今回の新型コロナウイル
ス禍は、これも奇しくも中国が発生源であるわけです
けど、中国への依存症から脱するチャンスでもあると
思うんです。
記者Ｃ　それはいえるね。昔の日本は、アメリカがく
しゃみをすると日本は風邪をひくといわれるほど、ア
メリカに頼り切っていた。経済大国になることでそれ
がかなり払拭されつつあったところに、中国の急激な
経済成長が始まって、今では中国への依存症がいろい
ろな局面で深刻化しつつある。
　今回の新型コロナウイルス禍の発生当初、日本や韓
国が中国へ忖度するあまり積極的な対応策をとれず、
すべて後手に回ったことが、いろいろな意味で問題に
なっているのも、その延長戦上のことですよね。
司会者　日本は今や安価な労働力の供給源を国内で賄
うことができない。外国人頼みになっているから、モ
ノづくり産業においても、生産力そのもので勝負する
より、むしろ生産技術の輸出で食べているような部分
が増えているよね。少子高齢化にともなって人口減少
がこれからも進むことはほぼ間違いないので、今後も
生産力を上げるためには、外国人の労働力にかなりの
部分頼らなければならないのも自明なんだけど、それ
を補完するような、さらなる技術的進化が多方面で求
められるだろうね。
記者Ａ　そういう意味で、先ほど出た、電気設備工事
の技術のユニット化は、これまで難しいとされてきた
日本の電気設備工事の技術のグローバル化にも光明を
もたらすのではないですか？
記者Ｂ　細かい職人技術を要しない部分のユニット化
は確かに可能性を感じさせます。次週はそのあたりを
中心に話し合いたいですね。（以下、次号に続く）

☆必要なのはピンチをチャンスに変える発想
司会者　新型コロナウイルス禍の現状についてばかり
考えていると委縮してしまいがちだけど、「その後」
のことをこうやって考えていくと、なんか、面白くなっ
てくるね（笑）。
　それに予断はまったく許さないんだけど、常に「そ
の後」を考えておくことは大事だよな。現実逃避とい
うことではなく、ね。
記者Ｃ　逆をいえば、新型のウイルスなんてことへの
発想がまったくなかった時代には、そういうことも、
ひょっとしたらありえるかもしれないという発想を、
常に持つ必要もありましたよね。とくに公衆衛生を担
当しているお役人なんかには。
司会者　そうそう。それは本当にその通りなんだ。国
会中継をみていても、与野党ともに喧々諤々やってる
けど、冷静かつ建設的な議論というものがない。互い
に揚げ足取りをするばかりで、国民の不安は募るだけ
だよね、あれじゃ。
　それは結局、国民の負託を請けているはずの議員さ
んたちが、国民のためを日夜思ってあらゆるシミュ
レーション（勉強）をするというような発想がないか
らだと思う。
記者Ｂ　本当にそうですよ。だからこそ、我々のよう
な立場の者が、今からポスト「新型コロナウイルス」
のことを話し合うのは、意義のないことではない。
記者Ａ　新型コロナウイルス禍への対応は、一人ひと
りが感染しないように最善と思われる努力をすること
以外、国民にはやりようがないですからね。と同時に
先ほどから話が出ているような、この緊急時の経験を、
自分たちの仕事の将来に生かすような方策を話し合う
ことは、企業としての、また仕事人としての生き残り
のためにも、絶対に必要ですよ。
司会者　よし、それじゃあ、話題を元に戻そうか。ほ
かにも「新型コロナウイルス禍」後の業界に予測され
る動きというのは、いろいろあると思うけど。
記者Ａ　2020 東京オリパラがどうなるかにもよると思
いますけど、少なくとも、以前のようなインバウンド
景気は今後望めそうもないですから、来年以降の建設
需要には大きな変化があるかもしれませんね。

03

2020 年 4 月 1 日発行 通巻 3141 号

＊本文、後略


